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小さな営み

本を読む 知り合いと話す 花を植える

日常の中の小さな活動の積み重ねが街をつくる力

須坂にはたくさんポテンシャルが存在する



現状分析 ・ まちの中に多様な特徴を持っている
・ 宅地開発、 都市部にはない豊かさがある

土蔵

水路

坂と段差

緑が垣間見える小道

市街地に残るはらっぱ

石積みと建物

脇門

高密度に立つ古い建物

コラージュのような壁

セタカアワダチソウ



現状の問題

このまちの魅力 土蔵 市街地に残る緑地 脇門

このまちの問題
高い境界 入りづらい入り口 荒れた土地

点在する多様性の魅力は隠れてしまっている

街の魅力としての要素は多様性と人を隔てている



全体プログラム

STEP1 ： 多様性に触れる道をつくる

STEP2 ： 小さな人だまりを生む

STEP3 ： 小さな営みを生み出す

買い物に行く 犬の散歩道 散歩する

座って話す 公園で会う 友達と出かける

花を植える 古本集積 イベントをする



・ 点在する多様性をつなぐように道をつくる
・ 道に名前を付け表札を設置する

多様性に囲まれる道

土蔵の中を通る道

表札がついて入りやすく

STEP1 多様性に触れる道作り

道をわかりやすく

表札工房

パン屋さん



STEP1 引き込む道とパン屋さん

引き込む道

・ セタカアワダチソウ＋回廊のような空間

　　→面白い空間体験

パン屋さん

・ 学校帰りの寄り道に食べ歩き

・ 生活なのかでパン屋をつかう　

　　→様々な理由で人が来るきっかけになる

須坂の中のお気に入りの散歩道に

多様性の中を散歩する

セタカアワダチソウ＋回廊と赤い壁の目立つパン屋さん



STEP2　小さな人だまりを生む ・ 居場所をつくり長居させる
・ 新しい建築様式を加える

段差に座って休憩 古い酒屋にテラスを増設

新しい建物を建て人を呼ぶ

緑地を生かして公園にする

古本回収カフェ

空き家→花屋

蔵レストラン



土蔵の影で読書を楽しむ

古い建物に囲まれる新築

古さがつくる人だまり

・ 高密度な建物によるプライベート感

・ 土蔵の雰囲気、 古民家の雰囲気

　→古さや静かさ、 ささやかな自然が好きな人

新築がつくる人だまり

・ コンクリート質感、 建物の低さ

・ 新しいものへの親近感

　→落着きは保ち、 新しいが好きな人を呼び込む

　　　古いものが際立つ

STEP2 土蔵＋新築の古本回収カフェ



土蔵を拠点に共有畑

STEP3 小さな人だまりによる活動 ・ 道や居場所をつなげ新しい出会いをつくる
・ ちいさな営みが街を変えていく

古本回収が隣の敷地へ拡大
車庫を通り抜ける

セタカアワダチソウ→花壇

空地の緑化

藤棚づくり

道の交点に休憩場



STEP３ 小さな営みがつくるまち



街区 / 屋根伏せ図
　 　新たな出会い

　　 何かする余白　　

新しく人の集まる場所

多様性

＋　居場所

小さな人だまり

小さな営み

小さな営みの循環

多様性に触れる道

隠れてしまった多様性

多様性

+

小さな人だまり 小さな営み

活動する

新しい居場所



小さな営みの拡大 ・ この設計の起点は須坂の多様性で多様な空間をつくること

・ 須坂のどこにでも多様性を感じる場所は様々ある

須坂のどんな所でも始まり広がっていく


